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市津地区社会福祉協議会 

【編 集】広報部会 

【事務局】市原市下野 400-1 

【問い合わせ先】 

0436-37-1235 

 

FAX  

～ 福祉バザー 売上報告 ～ 

売 上 ３５７，１７２円 

寄付金 ２７１，９９０円 

合 計 ６２９，１６２円 

ご協力ありがとうございました。 

『市津 まごの手』事業開始！！ 

困りごと相談（相談窓口） 
市津地区社協では、日常生活での悩みごとや困りごと、また地

区社協へのご意見等お聞きする相談窓口を開設しております。

電話や FAX での相談も受付けています。 

＊日時：毎週水曜日 10 時～12 時 

＊場所：地区社協事務所(下野公民館の一部) 

＊住所：下野４００－１  

＊電話：３７－１２３５(事務所) 

     ０８０－８７１０－３３３９(携帯) 

ふれあい買物ツアー 
市津地区社協では、日用品の買い物に困難を感じている方を対

象に、地域の福祉施設の送迎用車両の空き時間を活用して買い

物のための送迎バスを運行しています。 

＊日時：毎月第２・４木曜日  

＊場所：ちはら台せんどう、ﾏｯｸｽﾊﾞﾘｭｰ 

＊申込方法 

 登録制となっておりますので、一度地区社協までお問合せく

さだい。 

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
協
力
事
業 

『
福
祉
バ
ザ
ー
』
開
催
し
ま
し
た 

 
市
津
地
区
福
祉
バ
ザ
ー
が
十
月

二
十
八
日
市
津
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
天
気
も
よ
く
早

朝
か
ら
多
く
の
方
が
会
場
へ
足
を

運
ん
で
下
さ
り
買
物
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
福
祉
バ
ザ

ー
が
毎
年
開
催
で
き
る
の
も
、
ひ
と

え
に
、
ご
寄
付
を
し
て
下
さ
っ
た
町

会
の
皆
様
、
そ
れ
を
取
り
ま
と
め
搬

入
し
て
下
さ
る
各
町
会
長
さ
ん
、
そ

し
て
買
物
を
し
て
く
だ
さ
る
皆
様
、 

会
場
で
お
手
伝
い
を
し
て
下
さ
る

関
係
団
体
の
皆
様
と
地
域
の
大
勢

の
方
々
の
や
さ
し
い
手
に
よ
っ
て

開
催
で
き
、
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

こ
の
収
益
は
市
原
市
社
会
福
祉

協
議
会
で
取
り
ま
と
め
、
地
域
の
困

っ
て
い
る
家
庭
に
心
の
こ
も
っ
た

歳
末
見
舞
金
と
し
て
、
地
区
の
民
生

委
員
児
童
委
員
を
通
じ
て
配
布
さ

れ
ま
す
。
ま
た
地
域
福
祉
支
援
事
業

と
し
て
地
域
福
祉
活
動
推
進
の
た

め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
本
事
業
の
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
支
援
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
す
べ

て
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 市津地区社協は、平成２９年度より検討を進めて参りました、日常

生活支援事業「市津 まごの手」を平成３０年１２月３日（月）より

事業開始致しました。 

本事業を実施するにあたり、地域の皆様には住民意識調査にご協

力をいただき、本当にありがとうございました。住民意識調査から見

えてくる皆さんの声を少しでも形にしていきたいと思い、これまで

検討を続けてきました。 

そして、本事業の中核を担う、支援会員募集につきましても大変多

くの方が、事業の趣旨に賛同いただき３５名（１１月３０日現在）の

方が支援会員として登録いただくことが出来ました。本当にありが

とうございます。 

また、本事業を検討していく中で、地区社協だけでは検討が難し

い課題等に対しまして、地域福祉関係団体の方々に貴重なご意見を

賜り、誠にありがとうございました。 

このような、多くの方々のご協力のおかげで、「市津 まごの手」

が事業開始することが出来ました。市津地区社協としましては、事

業開始することが目的でなく、本事業を末永く継続していき、市津

地区にお住いの皆様が「市津地区に住んでいてよかった」「これから

も市津地区に住んでいきたい」そう思える地域社会づくりに取り組

み続けて参ります。今後とも、皆様方のご支援ご協力をよろしくお

願い致します。 

★支援会員とコーディネーターの研修会の様子★ 
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賛助会員企業、商店（順不同） 2018年 12月 7日現在 

 

(有)市津工業所 / (株)長尾製缶所 / (株)中島商店 

(株)住吉林業 / 丸金印刷(株) / (株)花善総業 

とんかつ かま屋 / (有)土橋商店 / (有)まつや  

宮山商店 / (有)喜多ドライ / そばぐるめ きたこま  

潤井戸ヘブンホール / (有)伊藤モータース / たまごの駅 

(有)近藤石油 / 加藤畳店 / 大橋衣料店サラダ館 

(有)潤井戸タクシー / 中島秀夫商店 / あさひ美容室 

みかど化工(株) / 宍倉板金 / （有）八幡屋 / (有)綱谷ホーム 

『これからの民児協』 

市津地区民生委員児童委員協議会 会長 山本 富彦 

 

 民生委員児童委員制度・創設１００周年、昨年東京ビックサイトに

天皇・皇后両陛下のご臨席を仰ぎ、日本全国津々浦々から、民児協の

代表が集まり全国民生委員児童委員大会が開催されました。 

 民生委員児童委員は、町会長から推薦され、市・県・国を経て厚生

労働大臣・千葉県知事から委嘱され、地域住民への身近な相談支援活

動を行っています。市津地区の定数は２８名ですが、現在５名欠員の

状態です。今後とも市津地区町会長会・地区社協との連携を密にして

一日も早く欠員を解消したいと考えています。何事もやればやるほ

どリスクは増えますが、委員一同力を合わせて、楽しい民児協運営を

目指します。 

 かくすれば、かくなるものと知りながら、やむにやまれぬ大和魂。 

                         吉田 松陰 

『青少年相談員市津支部の活動紹介』 

市原市青少年相談支援員 市津支部長 鯵坂 省生 

 

 １０月１日から４日間、市東第一小学校及び湿津小学校にて『朝の

あいさつ運動』を行いました。 

 あいさつ運動は相談員の大事な活動の一つであり、子供達とも触

れ合える絶好の機会です。 

 初日は、校門前に並んだ面識のない人達に「おはようございます」

と声をかけられて、何ごとかと言わんばかりに驚いていました。しか

し先生方や児童会役員たちの応援もあり、遠くからの通学にも関わ

らず大きな声で明るく挨拶を返してくれました。子供たちの元気に

登校して来る姿を見て私達も元気をもらいました。 

 これからもあいさつ運動を通して地域を盛り上げていきたいと実

感しました。 

 

市
津
地
区
社
協
の
賛
助
会
員
募
集
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
町
会
長
の
皆
様
に
大
変
な
ご
尽
力
ご
協
力
を
賜
り
、
本

年
も
664
名
の
個
人
会
員
の
皆
様
と
、
町
会
を
主
体
と
し
た 

 

12
団
体
に
ご
加
入
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
市
津
地
区
内
の
商
店
、
企
業
等
事
業
者
の
皆
様

に
会
員
加
入
の
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
別
表
の
事
業

者
様
に
ご
加
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の
暖
か
い
ご
協
力

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

納
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
賛
助
会
費
は
、
市
津
地
区
内

で
新
た
に
開
始
さ
れ
る
日
常
生
活
支
援
事
業
な
ど
、
総
会

で
決
定
さ
れ
た
用
途
に
沿
っ
て
、
大
切
に
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

今
後
と
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
会
員
各
位
の
ご
多
幸
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
、
御
礼
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す 

『市原市子育て家庭支援員の活動』 

市原市子育て家庭支援員協議会 市津支部長 山田 能里子 

 

子育て家庭支援員とは、市長から委託を受けた制度ボランティア

です。子育て家庭と地域・行政とをつなぐパイプ役として、地域に根

ざした子育て支援活動を行っております。現在市津地区では、９名が

活動しています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

市津地区にお住まいの方で、この活動に賛同して頂ける方は、一緒に

子育て家庭支援をしてみませんか。皆様のご協力をお願い申し上げ

ます。 

活動内容 

・乳児家庭全戸訪問事業 

 概ね四か月児のいる家庭を訪問し、リーフレットなど

で子育て情報を提供。 

・市原市子どもフェスタ 

 毎年一回 you ホールで開催。 

・各種子育て支援事業 

 市津公民館などで開催。 

 

体育振興会主催 

市津市民体育祭👇 

商店会・町会長連合会 

主催 市津市祭り 

うるいど南町会初参加！ 

地域福祉関連団体の活動紹介

う  

湿津中学校の吹奏楽 


